
 

国土強靱化 民間の取組事例 384  初動体制の構築 

自分を守る！ ▶初動体制の構築 01社員に対する教育・啓発・訓練を行う 

384 海抜ゼロメートル幼稚園における安全対策 

取組主体【掲載年】 法人番号 事業者の種類【業種】 実施地域 

暁学園 暁幼稚園 
【平成 29年】 

4190005008660 その他事業者 
【教育，学習支援業】 

三重県 

1 取組の概要 

  海抜ゼロメートルに位置する四日市市の私立幼稚園  暁幼

稚園」  園児数210名）では、大地震発生時に園児が自ら

動き、教員がその場で最適な判断と行動をとるべく避難訓

練を実施している。訓練は登園 ・降園時のスクールバスに

よる避難訓練をはじめ、隣接の中学校との合同訓練等、基

本的に隔月で行う。 

 例えば、発災時、泣き叫び、身動きができなくなる園児が

何人も出てくることが予想されるため、隣接の中学校と協議し、地震発生とともに隣接の中学

生 四日市市立富洲原中学校）が幼稚園に救助に向かい、おんぶと抱っこで中学校の屋上まで

移動する訓練を年に 2回実施している。 

2 取組の特徴（特色、はじめたきっかけ、狙い、工夫した点、苦労した点） 

 海抜セロメートルの幼稚園、確実な避難のため隔月訓練 

 東日本大震災直後の年は、海抜ゼロメートルの立地のため同

園の入園児数にも影響があり、保護者からも不安の声が上が

った。これを受け、同園では津波からの避難に力を入れ、隔

月の避難訓練に取り組むようになった。当初は、同園から

300m 離れた近隣６階建マンションが避難所指定されてい

たが、平成 27 年 3 月に四日市市津波避難マップで同地域

の津波高さが 3mを超えないことが公表され、現在は同園

に隣接する富洲原中学校屋上 ３階建）を避難所にしている。移動距離も短く、園児210名の

避難を 10分以内で完了できている。 

 同園が中学校への避難訓練の実施を繰り返すうちに、富洲原中学校との合同訓練へと発展して

いった。この他にも、同園が行う隔月の避難訓練では、様々なケースを想定して実施している。

5月は新入園児に体験させる目的で園児だけで屋上まで避難を行う。10月は園単独避難訓練、

7 月、12 月に降園時のスクールバスで避難訓練、富洲原中学校との合同避難訓練は６月と 11

月に行っている。年によって追加実施することもある。 

通園経路上における場所の違いによる避難対応を訓練で確認し、フィードバックで改善 

 同園はスクールバスを 4台保有しており、バス経路は 4つの地域に渡る。スクールバスでの避

▲避難訓練の様子 

▲津波ハザードマップ 

幼稚園の位置 
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難訓練では、通園中の発災を想定し、バスの運行位置によらず、避難対応できるよう訓練する。

GPS でバスの位置情報が幼稚園及び保護者に転送される バスナビ」システムによって、園長

の想定する場所をバスが運行したタイミングで、携帯電話で添乗教員に 災害発生」を通達す

る。それに伴い、バスは安全な路肩に停止、乗車園児は頭を隠してうずくまる。添乗教員と運

転手とでどの避難場所にバスを移動させるか、またバスが動けない状況であればどこに園児た

ちを歩いて誘導させるかを決定する。決定後、運行を再開し、帰園後園長に報告し振り返る。 

3 取組の平時における利活用の状況 

  同園は平時から園児の保護者への説明に手を抜かない。保護者に分かりやすく簡略化した 防

災危機管理マニュアル」のプリントを作成し、年度当初に配布する。マニュアルには、スクー

ルバスの運行位置による避難場所も明示し、年度当初の PTA総会で変更点や前年度の状況及び

今年度の重点等について伝える。PTA 役員会でも必ず防災の項目を設けて説明し、やり取りを

し、その結果 幼稚園だより」として通知するなど、コミュニケーションを継続する。 

4 取組の国土強靱化の推進への効果 

  同園の最大の特徴は、管理職の指示や判断を仰がなくとも、それぞれの教職員がそれぞれの場

所や状況で判断し、最善の方法で対応できることと園長はいう。訓練がきっかけとなり、教職

員に様々なケースや場面を体験させ、自分で最善の判断をして行動する力を育むことにより現

在の水準に至った。 

5 防災・減災以外の効果 

  これまで公立中学校、私立幼稚園という違いもあり、隣接していてもまったく交流がなかった

が、この訓練が交流する機会になっており、幼稚園・中学校教員間でも話し合う機会を持つよ

うになった。互いの行事の参観も管理職間で行うようになっている。 

 こうした安全対策に重点的に取り組むことで、周囲から安全な私立幼稚園と捉えられ、現在は

震災時にみられた入園児への影響は感じられない。入園の際、園長は保護者に対し、地域の私

立幼稚園で  最も危険ゆえ」徹底した安全対策を行い、 最も安全な幼稚園」になっていると伝

えている。平成 26年度には幼児施設としては初めて みえの防災奨励賞」を受賞した。 

6 現状の課題・今後の展開など 

  幼稚園と中学校の防災意識が高まる一方で、昔からこの地域に住んでいる人々の中には、 災害

が起きたら、その時はしょうがない」という考えの方もおり、地域と一体化した防災対策は進

んでいない。地元住民の意識を変え、地域を巻き込んでいくことが今後の課題である。 

7 周囲の声 

  平成28年に同園で実施した保護者アンケートのうち、災害時における安全対策や危機管理の対

応がしっかりしていると回答した方は全体の 92％となっている。同園は今後もより実践的な取

組を継続し、安全対策や危機管理の対応の向上を目指す。 
 


